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どんな発明？

こんなことに使える！ こんな研究室です！

MARK4（微小管親和性調節キナーゼ4）
は近年、癌、糖尿病や神経変性疾患など
の薬剤ターゲットとして認識されており、
MARK4活性の阻害はこれらの疾患を治療す
るための選択肢として期待が高まってい
ます。
本発明では2020年から現在まで世界中

で猛威を振るっている新型コロナウイル
ス（SARS-CoV-2）が有するOrf9bペプチド
が、このMARK4の活性を阻害することが分
かりました。またOrf9bの配列を切りつめ、
TOM70に対する結合活性を有する部分を除
いたペプチドも、MARK4に対する阻害活性
を示すことを明らかにしています。

アルツハイマー病、癌、糖尿病といっ
たMARK4阻害により予防・治療することの
できる全ての疾患に使用できる可能性が
あります。

MARK4はタウタンパク質のリン酸化を
行っていますが、それが過剰に起こるこ
とで、タウタンパク質が神経細胞に蓄積
してしまいアルツハイマー病を引き起こ
します。そのため、本発明のペプチドは、
タウタンパク質のリン酸化阻害剤として
使用することで、アルツハイマー病の治
療薬として利用できる可能性があります。

神経分子機能研究室では、アルツハイ
マー病などの神経変性疾患に関わる微小
管結合タンパク質タウやミトコンドリア
の異常に焦点を当てて研究しています。

本研究室との産学連携で自社が抱える
技術的課題の解決にチャレンジしてみま
せんか。皆様からのご相談をお待ちして
います！
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MARK4阻害活性をもつ
新型コロナウイルス由来ペプチド

【図４】マウス神経
細胞にＳＡＲＳ－Ｃ
ｏＶ２由来Orf9bを
発現させ、タウのリ
ン酸化をリン酸化抗
体で検出した。

【図５】マウス神経
細胞にＳＡＲＳ－Ｃ
ｏＶ２由来Orf9bを
発現させ、細胞抽出
液中のMARK4のキ
ナーゼ活性を測定し
た。
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